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詳しくは……www.aandd.co.jp 語句説明ページ：ｐ100～ｐ101

校正サービス
エー・アンド・デイでは、天びんはかりの校正サービス体制を広く展開しております。この校正サービスでは、JCSS校正証
明書及び、一般校正証明書の2種類の発行を承っております。中でもJCSS校正証明書に関しては、様々な業界のグローバル
化に対応し、国際的に通用する証明書として推奨をさせていただきます。

JCSS校正とは（JCSS校正の必要性）
JCSSとは、計量法による計量トレーサビリティ制度の一つで、「計量法校正事業者登録制度」（Japan Calibration
Service System)の事を表し、JCSS登録事業者は「JCSSロゴ」の付いたJCSS校正証明書の発行が可能です。

近年、国際的な傾向として、校正に関しても第三者機関による認証が求められるようになってきています。
これはISO/IEC17025の認証を受けた校正機関が発行する校正証明書でなければトレーサビリティが確保されないという考え方で、JCSSはこ
のISO/IEC17025に対応した認証の一つです。

JCSS校正証明書の特徴として、ISO校正証明書に対して新たに「不確かさ」という要素が盛り込まれています。
エー・アンド・デイが発行するJCSS校正証明書は、国家標準へのトレーサビリティの証明となるもので、欧米を始めとするアジア、オセアニア諸
国など「MRA＝相互承認取決」間で通用させる事ができます。

不確かさとは
従来、計測・計量器の精度を表すために「誤差」がよく用いられてきました。これは「測定値と真値との差」という考えです。
しかし、その数値そのもの（真の値＝真値）を求めることは不可能である、という考え方が主流となってきました。そこで真の値が存在する範囲を推
定することとして、「不確かさ」としたものです。

JCSS校正・一般校正ともに製品購入後の校正も承ります。
　・ 現地校正 ：お客様の所にお伺いして現地で校正
　・ 預かり校正 ：弊社サービス拠点に送って頂いた製品を校正

※  現地校正では、他社製品も承ります。 ご使用中の天びんはかりを「一括お任せ」で
すべて校正させていただきます。

★ 詳細については別途お問い合わせください。

エー・アンド・デイのカタログ
このJCSS校正の証明書発行料金について今回から
製品購入時の発行料金を各製品の仕様欄に記載しております。

※ JCSS校正については、ひょう量300 kgまで、一般校正に
ついては3000 kgまで承ります。

一般校正とは
検査成績書・校正証明書・トレーサビリティ体系図の3点
セットで構成されます。
天びん・はかりの新品購入時の校正料金は営業担当にお
問い合せください。

校正品目

天びん・はかり ／ 分銅
その他、力計（ロードセルと指示計の組合せ）・一軸試験機・トルクメータも承ります。

型名 GX-203AWP GX-403AWP GX-603AWP GX-2002AWP GX-4002AWP GX-6002AWP GX-6001AWP
ひょう量 220 g 420 g 620 g 2200 g 4200 g 6200 g 6200 g
最小表示 0.001 g 0.001 g 0.001 g 0.01 g 0.01 g 0.01 g 0.1 g
計量皿寸法 128×128 mm 165×165 mm
標準価格（税抜） ¥119,000 ¥150,000 ¥170,000 ¥119,000 ¥150,000 ¥170,000 ¥128,000
商品コード GX203AWP GX403AWP GX603AWP GX2002AWP GX4002AWP GX6002AWP GX6001AWP
JANコード 4981046306652 4981046306669 4981046306676 4981046306683 4981046306690 4981046306706 4981046306713 
JCSS校正料金（税抜）※ ¥18,000
推奨分銅
（必要な数量）

AD1603-200F1 AD1603-200F1 AD1603-500F1 AD1603-2KF1 AD1603-2KF1 AD1603-5KF1 AD1603-5KF1
1個 2個 1個 1個 2個 1個 1個

※工場出荷時（新品購入時）の料金です。

国際MRA対応JCSS認定事業者
エー・アンド・デイグループはJCSS校正事業者の中で、さらに国際MRA対応認定事
業者として認定を受けており、当社が発行するJCSS認定シンボルマーク付き校正証明
書は、米国・ヨーロッパ諸国、韓国、中国などのILAC/MRA署名認定機関の国々で受入
れが可能です。受入れ国についての詳細はIAJapanのホームページをご参照ください。

当社は、認定基準としてISO/IEC 17025を用い、認定スキームをISO/IEC 
17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。JCSSを運
営している認定機関(IAJapan)は、アジア太平洋認定協力機構(APAC)及び
国際試験所認定協力機構(ILAC)の相互承認に署名しています。当社（当法
人、弊社等可）標準室（校正室、試験室等可）は、国際MRA対応JCSS認定事
業者です。JCSS 0107は、当標準室の認定番号です。


